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人口  29,775人（-56）　男  14,415人（-11）　女  15,360人（-45）　 世帯数  13,102世帯（+23）2023.4.1現在 （　）内は前月比
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業 97年 昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00
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消防団は、消防・防災のリーダーとして、地域に密着し、
住民の安全と安心を守る重要な役割を担っています。

あなたのチカラが消防団には必要です。
●応募資格	 市内在住または在勤の18歳以

上の方（男女は問いません）
●待　　遇	 年報酬・手当支給、公務災害補

償、退職報償金（勤続５年以上）

 総務課　行政・危機管理担当　☎３２‐５０４１

自分たちの街だから、自分たちの手で守りたい。

甲州市消防団員募集

入団申込みはこちら

子どもから大人まで
どなたでもOK! 

記念に素敵なスマイルを
掲載してみませんか？

甲州市にあふれる
笑
スマイル

顔大募集！

みんなの

スマイル
s m i l e *

 政策秘書課　秘書・広聴広報担当　 ☎３２-５０６３
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） いつも仲良し３兄妹♥（久保寺凰祐く

ん、祐愛ちゃん、飛祐くん・三日市場）

甲州市木造住宅耐震化事業
昭和56年5月以前に建築された木造住宅にお住まいの方を対象に、甲州市耐震改修促進計画
に基づき、耐震診断および耐震改修工事等を行う事業費の一部に対して補助金を交付してい
ます。

甲州市ブロック塀等安全確保対策支援事業
地震発生時におけるブロック塀等の倒壊等による災害を防止するため、避難路または通学路
に面した危険性の高いブロック塀等について、除却または耐震改修工事を行う方に対して補
助金を交付します。

木造住宅・ブロック塀	耐震改修等に補助金を交付します
補
助
金
の
交
付
に
は
、事
業
開

始
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法
、事
業
対
象
要
件
等

に
つ
い
て
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 建設課　住宅担当　☎３２‐２１１１（内線２２３１・２２３２）

　令和5年4月から新しい甲州市青少年育成カウンセラーが就任しました。
　学校生活、友人関係、非行、家庭や家族・親子の悩み、就職・進学・将来のことな
ど青少年の悩みや問題行動に関する相談を、電話または面談にて行っています。
育成会活動などの窓口にもなっています。どうぞ、お気軽にご相談ください。

〈 お問い合わせ先 〉
岡　正人　カウンセラー
生涯学習課 社会教育担当（甲州市民文化会館内）　☎32-5097　FAX32-3391
三森　公仁　カウンセラー
生涯学習課　勝沼中央公民館　☎44-2100　FAX44-0110 ▲左 三森カウンセラー／右 岡カウンセラー

こんにちは！青少年育成カウンセラーです。
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佐藤和正団長から辞令が交付されました

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に

甲
州
市
消
防
団
辞
令
交
付
式

消
防
団
役
員
の
紹
介

　市では、第2次甲州市総合計画（計画期間平成30年度～令和9年度）の前期5箇年の終了に
伴い、後期5箇年に取り組むべき課題の検討を行い、計画の中間見直しを行いました。

　本市は、平成30年3月に第2次甲州市総合計画を策定し、目指す将来像である「豊か
な自然 歴史と文化に彩られた果樹園交流のまち 甲州市」の実現に向け、市民生活の
向上、地域産業の発展などに取り組んできました。

　本計画の策定から5年が経過し、この間に社会や経済の情勢は大きく変化してい
ます。新興感染症の世界的流行、原材料価格の上昇や円安の影響などによるエネル
ギー・食料品等の価格上昇、気候変動による自然災害の増加、人口減少や少子高齢化
の急速な進行など、先行きが不透明で将来の予測が困難な時代の渦中にあります。

　このような厳しい環境の中、本市がさらに自立し、持続的な発展が可能となるよ
う、豊かな自然や地域資源を最大限に活かすとともに、市民と行政が一体となった魅
力ある地域づくりへの取り組みや、様々な行政課題へ対応するための自主的・主体的
な政策展開及び行政経営能力の向上を図る必要があります。

　こうした状況を踏まえ、本市では本計画の中間見直しを行いました。今後も、本計
画を中心に、本市が目指す将来像を市民の皆さまと共有しながら、まちづくり及び市
政運営を行っていきます。

　本計画の詳しい内容については、市ホームページまたは、本庁舎政策秘書課、勝沼
支所、大和支所、塩山・勝沼・大和各図書館に冊子がありますので、ご覧ください。

甲州市総合計画の中間見直し

鉄道利用通学者支援補助金の申請受付について

 政策秘書課　地域未来戦略室　☎３２‐５０３７

若者の市内定住促進を図るため、甲州市から県外の大学等へ通学する学生の皆さ
んの、通学定期購入費の一部を補助します。

●対象期間	 令和5年4月1日～令和6年3月31日
●補 助 額	 通学定期券購入費の半額（月額上限10,000円）
●対 　 象	 市内に住所を有し、県外の大学等に通学している方
	 （※学校教育法に定める大学院、大学、高等専門学校、専修学校および各種学校）
	 （その他要件がありますので、ホームページをご確認いただくか下記までお問合せください）

●申請期日	 令和5年6月30日（金）まで

 政策秘書課　政策調整担当　☎３２‐５０６４

3 2令和 5 年 5 月広報こうしゅう



「市民提案型協働のまちづくり事業補助金」
交付制度の令和5年度事業を募集しています

市民提案型協働のまちづくり事業補助金制度
　地域の問題や課題を、みなさんと市が一緒に解決していく活動への補助金制度です。
　身近なアイディアや気づきから問題の解決策を考え、市に提案・相談し、一緒に解決に向けて活動して
いただく団体の新たな事業が対象です。
　提案いただいた事業の中から、市と協働で実施するのにふさわしい事業かどうか、選考委員会で協議
し、選ばれた事業に対して支援の限度額（1事業20万円以内）を、予算の範囲内で交付します。

対象事業
①市の事務事業のうち協働事業として実施することが適当な事業
②地域のまちづくりの推進を図る事業
③地域の保健、医療又は福祉の増進を図る事業
④地域の環境の保全を図る事業
⑤地域の教育・文化・スポーツの振興を図る事業
⑥地域の国際化の推進を図る事業
⑦地域の安全を図る事業
⑧その他地域の活性化や振興に資するものと市長が認める事業

〈 事業提案は自由にテーマが設定できます。〉
市と協力して活動することにより、地域の社会的課題が解決し、市民活動が活性化し、協働のまちづくり
事業が発展していくアイディアの提案を、市民、市民活動団体、NPO法人及び行政区等からいただき、提
案団体と市が共通の目的を持って、選考された提案事業を協働で実施することにより、その相乗効果が認
められる公益性の高い事業に対しての支援です。

募集期間 9月29日（金）まで

事業実施期間 本制度の補助金交付決定後、令和6年3月31日までに実施し、完了する事業

選考方法 ①一次審査（書類審査）　
②二次審査（選考委員会でのプレゼンテーション、審議）
※プレゼンテーションでは、団体代表、団体事務担当者から事業の説明をいただきます。

お問い合わせ 詳しくは、市ホームページをご覧になるか、
市民課 市民協働推進担当にお問い合わせください。

 市民課　市民協働推進担当　☎３２－５５８３

応募方法
次の書類を市民課 市民協働推進担当に提出してください。
◯市民提案型協働のまちづくり事業補助金申請書　◯事業計画書　◯収支予算書　◯団体調書 他
申請書等は、市ホームページ内及び市民課に用意してあります。
※協働事業に応募される場合は、必ず事前に市民課にご相談ください。

令和4年度に認定した協働のまちづくり事業の紹介
窪地区環境美化事業（窪地区農事組合／農林振興課）
憩いの場、子どもたちの食育学習の場として活用していくため、地域の耕作放棄地の不法投棄物等を
除去し、整備を行う事業
甲州気候変動市民アクション（甲州環境市民会議/環境課）
気候変動に関する知識や情報の発信、省エネ・再エネ・リサイクル等のイベントや講演会等を広く行
い、ゼロカーボンシティの実現を目指し活動していく事業

マイナンバーカードに
関するお知らせ

The Social Security and Tax Number System

 市民課　住民記録・戸籍担当　☎３２-５０６１

夜間・休日にマイナンバーカード関係の手続きができます

　毎週水曜日（5月3日を除く）の午後7時までと毎月第2日曜日と第4土曜日に、マイナン
バーカードに関する手続き窓口を予約制で開設しています。
●日　　時	 5月14日（日）・27日（土）午前9時〜午後5時
●場　　所	 市役所本庁舎	1階	市民課
●内　　容	 マイナンバーカードの申請、受け取り、更新、暗証番号変更・初期化、マイナポイント予約・申し込み
●予約方法	 希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。（必要な持ち物は、予約時にご案内いたします）

1

　市の職員が企業・学校・サークル等のご希望の場所に出向き、マイナンバーカードの申請（顔写真の撮影と申請書の受
付）とマイナポイントの申し込みをサポートします。
　マイナンバーカード申請時に、本人確認等の必要な条件を満たせば、できあがったマイナンバーカードを本人限定受
取郵便によりご自宅へお送りできます。
　また、マイナポイントの申し込みについては、必要な持ち物を準備していただきご本人様にサポートすることができ
ます。（※代理は不可）
　出張申請サポートをご希望の場合は、お電話等にてお気軽にご相談ください。

2 マイナンバーカード・マイナポイント出張申請サポート

甲州市のカード
交付率は、68.3%です。

（4/1現在）

マイナポイントの申込
み期限は、9月末まで！
（マイナンバーカードを
2月末までに、新規取得
した人及び既に持って
いてマイナポイントを
申込みしていない人も
対象です。）

　マイナンバーカードの申請受付とマイナポイ
ントの申込みサポート窓口を、次の日程で開設
します。ぜひご利用ください。

3 ワクチン接種会場でマイナンバーカード申請受付と
マイナポイント申込みサポートを行います!!

開設日 会　場 時　間
5月21日（日） 大和ふるさと会館 午前9時〜午後3時
6月25日（日） 市民文化会館 午前9時〜午後5時

●日時・会場

マイナンバーカードの申請
・本人確認書類2点（運転免許証、健康保険証、年金手帳等）
・マイナンバーカード交付申請書（お持ちの方のみ）
・マイナンバー通知カード　・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

マイナポイントの申込み・健康保険証の利用申込み・公金受取口座の登録
・マイナンバーカード+カードに設定したパスワード
・キャッシュレス決済の決済サービスID、セキュリティコード
・本人名義の口座情報がわかるもの（必要な方のみ）

に必要な持ち物

　公的個人認証サービスの更新作業に伴い、次のとおり業務の一部が実施できま
せん。ご不便をおかけすることとなり申し訳ありませんが、ご理解のほどお願い
いたします。

4 マイナンバーカード管理業務の一部停止について

●停止する期日	 ５月１日（月）・２日（火）終日
●停止する業務　電子証明書の失効・発行、暗証番号初期化、マイナンバーカード券面事項更新
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いきいきライフ通信

おいしく食べて、元気に過ごすために、
口に関する健診を受けましょう

おいしく食べて、元気に過ごすために、
口に関する健診を受けましょう

令和5年2月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	 2億5,841万円（前年同月比	+268万円）
	 3万5,175円（前年同月比	+5,149円）

医療費全体
1人当たり医療費

申込方法 甲州市健康診断希望調査、又は窓口（健康増進課、勝沼・大和支所）での申し込み
受診期間 令和6年3月31日（日）まで

受診方法 実施医療機関に事前予約をし、後期高齢者歯科口腔健診受診票、健康保険証をもって受診し
ます。

自己負担金 無料 ※医師の判断により保険診療を行い、別途料金が発生する場合もあります。

実施医療機関

早乙女歯科医院　☎33-2703 三塚歯科医院　☎32-3420
吉田歯科医院　☎44-3123 宿澤歯科医院　☎33-2281
ナカムラ歯科医院　☎32-4440 鶴田歯科医院　☎44-5108
内田歯科医院　☎33-0123 近藤歯科医院　☎44-5001
若月デンタルクリニック　☎34-8241 村田歯科医院　☎32-3603
三沢歯科医院　☎44-2468 桃の花歯科口腔外科クリニック　☎32-0402
高木歯科医院　☎32-2081 おざわ歯科医院　☎44-2772
※山梨市・笛吹市の一部の医療機関でも受診できます。詳しくはお問い合わせください。

その他
甲州市健康診断希望調査で希望された方へは7月に受診票を発送予定です。
受診票発送前に受診票の発行を希望される方は、健康増進課または勝沼・大和支所の窓口で
発行します。詳しくは5月配布予定の健康カレンダーをご覧ください。

 健康増進課　保健事業担当　☎３４‐５４３６

76歳～は、後期高齢者歯科口腔健診を受けましょう（令和6年4月1日時点の年齢） 無料

年齢とともに、ものを噛んだり飲み込んだりする能力、唇や舌の機能が弱くなっていきます。
口に関する“ささいな衰え”を見逃さず、食べて元気な体を保ちましょう。

口腔機能の低下

心身機能の低下

噛めない

噛む機能の低下 やわらかいものを
食べる

要注意

20～75歳の方は、歯周疾患検診を受けましょう
 健康増進課　健康企画・地域医療担当（本庁２番窓口）　☎３２‐５０１４

肺炎球菌とは？ 　主に唾液などを通じて飛沫感染し、気管支炎や肺炎、敗血症などの重い合併症を引
き起こすことがあります。

対象者 　下記の対象者で、今までに成人用肺炎球菌の予防接種をしたことがない方へ、予診
票（紫色）を送付しております。

助成金額 4,000円（費用の一部助成）

 健康増進課　感染症対策担当　☎３２-５０１４

65歳からの肺炎球菌ワクチン接種
令和5年度対象者定期接種

助成対象期間 令和5年4月1日～令和6年3月31日
※対象期間を過ぎてしまうと、助成を受けることができなくなりますので、機会を逃さないよう注意してください。
　接種希望者は、かかりつけ医へご相談ください。
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４

65歳 昭和33年4月2日～昭和34年4月1日

70歳 昭和28年4月2日～昭和29年4月1日

75歳 昭和23年4月2日～昭和24年4月1日

80歳 昭和18年4月2日～昭和19年4月1日

85歳 昭和13年4月2日～昭和14年4月1日

90歳 昭和8年4月2日～昭和9年4月1日

95歳 昭和3年4月2日～昭和4年4月1日

100歳 大正12年4月2日～大正13年4月1日

60歳から65歳未満の方で、心臓・腎
臓・呼吸器の機能又は、ヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能により、自己
の身辺の日常生活活動が極度に制限さ
れる程度の障害がある方。

1 2

※これまでに1度でも接種したことがある方は、対象から除きます。
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　妊婦さんや産後のお母さんがお子さんとゆったりと過ごせる場所として、産前産後ママのほっとス
ペースを開所しています。
　5月から開所時間を、延長することにいたしました。

　開所時間内であればいつお越しいただいても構いません。お母さんのペースでお出かけください。
　お母さんがゆっくり休息をとれるよう、お布団の用意もあります。お母さん同士で情報交換をしなが
ら、楽しい時間を過ごしませんか？お待ちしています!!

産前・産後ママのほっとスペース
開所時間が変更になります！

 健康増進課　健康づくり担当　☎３３‐７８１２

甲州市にお住まいの妊婦さん、産後のお母さんと５か月までのお子さん対 　 　  象

毎週金曜日（祝日、年末年始はお休み）開  所  日

午前9時30分～正午／午後1時～3時30分開 所 時 間

塩山保健福祉センター2階場 　 　  所

事前に予約をしてお越しください。
予約先：健康増進課　健康づくり担当　☎33-7812／☎33-7811
（平日午前8時30分～午後5時15分まで）

利 用 方 法

７組利 用 定 員

なし（何回でも利用可能）回 数 制 限

母子健康手帳、バスタオル、おむつなど持 ち 物

“地域包括ケアシステム”を知っていますか？

　甲州市も高齢化が年々進んで、令和5年には65歳以上の方の人口割合が37.2％となっており、
独居高齢者世帯も増えています。また、令和3年度の介護保険申請理由の1位は、「認知症」で19％
の割合を占めており、認知症高齢者の約7割が在宅で生活されています。このように在宅生活
で医療や介護を必要とする方が増えていると予測されるため、甲州市でも地域の包括的な支援・
サービス提供体制の構築が必要とされています。
　国では、システムの構築のため「地域ケア会議」を推進しています。甲州市でも地域ケア会議を
平成26年に立ち上げ、現在は各専門部会での取り組みの共有と集約の場として、「高齢者地域ケ
ア推進会議」を開催しています。

　今年度も「地域から見守られ、支えられる体制づくり
〜その人らしい暮らしを支える〜」を共通課題として、
支援体制実現のため「地域づくり」について各部会で取
り組みを実施していきたいと考えています。

甲州市 高齢者地域ケア推進会議体系図

甲州市在宅医療・介護
サポートセンター

高齢者地域
ケア推進会議

高齢者が要介護状態になっても
自分の意思が尊重された
生活ができるまちを目指して

生活支援コーデイネーターを
中心に協議体の開催
（地域課題の検討）

◯権利擁護・本人の想いを
尊重した支援

◯認知症対策実施

個別事例を通じて地域課題を検討

在宅医療と介護の連携上の
課題について多職種で検討

在宅医療・介護連携部会

生活支援体制整備事業

権利擁護・認知症対策部会

ケアマネジメント支援部会個別課題検討部会

甲州市介護サービス
事業者連絡協議会

地域の声を集める・共に考える 住民・自治会・民生委員・警察・消防…等

地域包括支援センター（高齢者の総合相談窓口）

孤立 身寄り不在 緊急対応 家族介護力不足
認知症への理解 切れ目ない療養

ケアマネジメント向上の
ため学習会の開催

甲州市総合計画

介護保険事業計画
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 環境課　ごみ減量・リサイクル推進担当　☎３３‐４４０４

「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

ごみ分別アプリを活用いただいて、ごみの分別、リサイクルのご協力をお願いいたします。
AndroidとiPhoneそれぞれのストアからダウンロードができます。
それぞれのQRコードを読み込み、ダウンロードをお願いいたします。

Androidの方 iPhoneの方

甲州市ごみ分別アプリ

「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

　太陽光発電システム（太陽光パネル）は、太陽光を利用して電気を作り出すシステムです。
　太陽熱利用システム（太陽熱温水器）は、太陽の熱を利用して水を温めるシステムです。
　どちらも再生可能エネルギーである太陽の光や熱を使ってエネルギーに変えるので、地球温
暖化の原因となる二酸化炭素を排出せず、環境面で様々なメリットがあります。
　市では太陽光発電システム・太陽熱温水器の設置費用を補助しています。
※詳しくは市ホームページをご覧下さい。 こちらからも確認いただけます。

 環境課　環境対策担当　☎３３‐４４０４ 参照：環境省「 COOL CHOICE」

10ゼロカーボンシティへ向けた取り組み
太 陽 エ ネ ル ギ ー の 利 用 編

太陽光発電システムのメリット

1. 環境に優しい
太陽光発電は太陽光を電気に変換するシステムのため、発電時に二酸化炭素を排出せず、環
境に優しいです。

2. 自家消費することで電気代の節約ができる
環境省のデータによると5kWの太陽光発電を導入している住宅の年間発電量は全国
平均で約6,075kWhになります。30％を自家消費に回すと年間の自家消費電力量は
1,822kWhとなり、約56,000円（令和4年7月公表の目安単価31円/kw）の節約ができます。

3. 売電収入を得ることができる
昼間に発電し、自家消費した後で余った電力を買い取ってもらうことができます。2023年
度時点での売電価格は1kWhあたり16円です。

4. 災害時の停電対策になり、安心を確保できる
発電している昼間は、停電時でも電気を使うことができて安心です。

Environmentally friendly

太陽熱温水器のメリット

1. 省エネルギー性
エネルギー変換効率は、太陽光発電の7～18％に対し、太陽熱利用システムは40～60％に
なります。

2. 経済性
太陽熱で給湯するため、お湯を沸かす時の燃料費の節約が期待できます。また、太陽光発電
システムと比較すると、安価で導入が可能です。

Environmentally friendly

今月のはてな？ どうして？シリーズ
ごみが増えるとどんなことが起きるの？

運搬費用や処分費用が増える

　ごみを運搬するには燃料代や人件費など、費用がかかります。ごみが増えるほど収集
車は重くなり燃料を多く消費し、処理場を往復する回数も増えます。さらに、ごみの量
が増えれば処分量も多くなり、それだけ処分費もかかります。

環境に悪影響

　ごみを燃やすと二酸化炭素が出ます。ごみが増えることで排出される二酸化炭素も
増え、地球温暖化が進んだり、台風や豪雨などの異常気象が増えたり、人間だけでなく動
物や植物など環境全体に影響が出ます。

どうしたらごみを減らせるの？

　甲州市では年間約6,000トンの燃えるごみが出ています。市内のごみの調査をした結
果、その約半分が生ごみでした。生ごみの80％が水分といわれているので、3,000トン
の80％、2,400トンが水分です。
　生ごみ処理容器を使って生ごみを処理していただくだけで、年間3,000トンのごみが
減ることになります。ご自宅に生ごみ処理容器がないご家庭でも、生ごみの水切りをし
ていただくことで、ごみの大幅な
削減ができます。
　市販の水切り器や、ペットボトル
の上部を切り離して作れる簡易的
な水切り器を活用して、ごみの減
量のご協力をお願いいたします。
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します ！

　3月25日、塩山ふれあいの森総合公園をメイン会場に、第1回こうしゅう桜フェスタが開催されました。
　ステージでは、作曲家松本良喜さん（本市出身）のライブや水野翔さんのマジックショー、山の都フラ・オハナによ
るフラダンスショー、塩山中のマーチングバンドの演奏などが行われたほか、YBSラジオの公開収録の中で元宝塚歌
劇団月組の優ひかるさん（本市出身）に甲州市観光大使を委嘱しました。当日はあいにくの天気でしたが、風林火山
塩山太鼓の演奏とともに花火が打ち上げられ、桜の季節の到来を告げるキックオフイベントは盛大にフィナーレを
迎えました。

桜の季節の訪れを告げる
「こうしゅう桜フェスタ」
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塩山ふれあいの森総合公園内に50本の植樹を行いました。

令和5年度農福連携応援補助金

対　　象 概　　　要 問い合わせ先

農家の皆さまへ
市内農家が農作業を障害者施設等に委託した場
合の費用に関する助成

（補助率1/2 上限10万円）

農林振興課
果樹農林担当
☎32-5092

甲州市内障害者福祉施設等の
皆さまへ

障害者施設等が農家から農作業を受託するため
の環境を整える準備費用に対する補助金

（1施設 上限10万円）

福祉総合支援課
地域支援担当
☎32-5027

甲州市農福連携応援補助金を交付します

　甲州市では、農家の皆さまが障害者福祉施設等へ農作業を委託した場合の経費に
ついて、また、障害者等が農業就労を行う場合の経費について補助金を交付します。

農福連携することでのメリット
◯ 障害者の就労の支援、自立の促進、障害者工賃のアップ
◯ 農家の労働力不足の解消、経営規模の拡大、農地管理の維持

峡東地域農福連携推進協議会の会員施設が農作業を受委託します

　本協議会は、障害者等が農業分野で活躍することを通して自信や生きがいを持った社会参画を実現す
る「社会福祉の推進」と担い手不足や高齢化が進む農業分野での新たな働き手の確保につながる「生産性
の向上」に向け、会員それぞれの役割や能力に応じて自主的に取組を行うとともに、相互に緊密な連携を
図りながら、協働して取り組むことにより、農福連携を円滑に普及し、地域活性化につなげることを目的
として、農作業を受委託しますのでご活用をお願いいたします。

施設名 連絡先 受委託内容

ともしび福祉作業所・ミエル 甲州市塩山中萩原1309
☎0553-32-1916（担当：石川）

果樹栽培（桃・スモモ・ブドウ・その
他季節の野菜）、室内軽作業

ハーモニー 笛吹市石和町下平井329
☎055-261-3377（担当：古幡）

ぶどうの傘掛け、傘拭き、農園マル
チはがし、野菜栽培、草刈

創造工房くわの家 笛吹市春日居町桑戸302-1
☎0553-39-8628（担当：雨宮）

食品加工、軽作業（ラベル貼り、封
入、箱折等）、農作業（傘拭き、傘掛
け、袋掛け、摘果、剪定等）

ワークコート大和 甲州市大和町初鹿野1678-18
☎0553-20-5555（担当：清水）

ぶどう栽培、軽作業（袋入れ、箱の組
立、器具組立、傘拭き等）

笛吹市社会福祉協議会
スマイルいちのみや

笛吹市一宮町竹原田40
☎0553-39-8503（担当：木村）

農作業（桃の摘雷、摘果、袋掛け、ぶ
どうの傘拭き、畑の草刈、桃のネッ
ト袋詰め、箱折、梱包作業

社会福祉法人つくし会 笛吹市石和町小石和1802-1
☎055-261-7707（担当：佐野）

傘拭き、製品チェック検品、
珈琲焙煎

鈴宮寮 甲州市塩山上塩後409
☎0553-33-2747（担当：山田）

野菜栽培、空き缶分別、箱折、
草取り、水遣り、清掃作業

ケアフィットファーム 甲州市塩山赤尾650
☎0553-39-8681（担当：竹川）

農作業（ぶどう・桃）傘拭き、
枝拾い

サポートファームあさひ 山梨市市川1658
☎0553-23-5788（担当：柴田）

いちごハウス栽培、野菜作り、
土産品袋詰め、その他軽作業

㈱日本のちから みのり 山梨市下神内川505
☎0553-34-5244（担当：根津） 果実のジャム加工、草取り作業等

㈱エンデヴァー山梨 レイズ 山梨市下石森732
☎0553-34-8466（担当：伊藤） 農作業、軽作業、傘拭き
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　3月28日、（公財）山梨厚生会塩山市民病院と災害時におけ
る緊急医療救護所に関する協定を締結しました。
　協定は、発災直後に軽症者の応急処置や重傷者等の搬送調
整を行う「緊急医療救護所」として、当病院の敷地の一部を利
用可能とする内容です。今後は甲州市医師会などとも連携し、
さらに安心・安全な暮らしの実現を目指します。

有事に備える
塩山市民病院と協定締結

　4月6日、甲州市観光協会と大菩薩観光協会は、雲峰寺で「介
山祭」を開催しました。長編時代小説「大菩薩峠」で知られる
作家・中里介山の冥福を祈るとともに、登山者の安全を祈願
し、昭和31年から行われています。市観光協会の今村英香会
長が「多くの方に登山を安全に楽しんでいただきたい」とあい
さつした後、尺八の献笛や焼香を行い、登山シーズンの安全を
祈願しました。

「介山祭」開催
登山者の安全を祈願

　甲州地区更生保護
女性会は、犯罪や非
行のない社会を築く
た め に 活 動 し て い
る、女性ボランティ
ア団体です。
　毎年、市内の新小
学1年生に対し、「犯
罪や非行、交通事故
等にあわずに、明る
く心に愛を持って、
大きく成長していっ
てほしい」という願
いを込めて作り、お
贈りしています。

「愛の鈴」を市内の新小学1年生に贈りました。
甲州地区更生保護女性会

　3月27日、松里保育所の園児が下柚木地内の畑で、ジャガイ
モの植え付け作業を行いました。
　畑は、「市民提案型協働のまちづくり事業」の補助金を活用
し、荒廃した農地を地域住民が協働して農地整備。園児たち
は慎重な手つきで種芋を切り、竹で作った専用のシャベルで
穴を掘ると、泥だらけになって植え付け作業を行いました。

荒廃した農地を松里保育所の園児が
ジャガイモを植え付け

　令和3年度から2年間にわたり、本市の未来像について様々
な角度からご意見をいただき、未来に向けての方向性を協議
してきた甲州市戦略会議から提言書「甲州市創造の一滴～
2040年の甲州市へ～」が中村猛志会長から鈴木市長へ提出さ
れました。今後の市政の参考としていきます。

今後の市政へ反映を。
甲州市戦略会議から提言書の提出がありました

　3月20日、地域おこし協力隊の委嘱式を行い、鈴木市長から
新たに隊員となった松田友貴さんに委嘱状が手渡されました。
　農業に特化した活動を行う「アグリトレーニー」としては、3
人目の隊員となります。「歴史と伝統ある甲州市に着任したの
は何かの縁。3人の同期と切磋琢磨して立派な農業人になり
たい」と意気込みを話してくれました。

地域おこし協力隊員を委嘱

　昨年度、県内各地の歴史や文化などを図書館が核となって
収集・活用していくことを目的とした『山梨ふるさと記憶遺産
プロジェクト』にモデル自治体として勝沼図書館が参加しま
した。そのプロジェクトの成果をまとめた本が今回完成し、
甲州市内の勝沼・塩山・大和図書館に設置されました。

山梨ふるさと記憶遺産

　3月18日、歴史ある塩の山の赤松を後世へ守り育てていく
ことを目的として、「塩の山赤松を守る会」が、塩の山に赤松の
植樹を行いました。本会は、由緒ある塩の山の赤松枯れが拡
大する中で、地域住民の多くが会員となり、毎年の下刈り・植
栽活動など積極的に活動を行っています。

赤松100本を植樹
「塩の山赤松を守る会」

　3月23日に「甲州市・オルビスの森」森林活用協定の調印式
を行いました。
　塩山上小田原に広がるオルビスの森は、平成23年からオル
ビス株式会社が整備活動等を行い、令和3年に完成を迎えまし
た。今後は新たに設立された「甲州市・オルビスの森」活用協
議会で、森の活用・維持管理について協議を進めていきます。

「甲州市・オルビスの森」活用に向け
オルビス（株）・（公財）オイスカと協定締結

　3月29日～4月9日の間、甲州市ぶどう郷駅周辺において、
「2023 甚六 SAKURAFES」が開催されました。期間中は、桜
のライトアップやキッチンカー出店、ぶどうの丘によるワイ
ン販売のイベントなどを実施。訪れた人たちは、満開の桜の
下で春のひとときを過ごしました。

満開の Cher ry  b l o s s oms
2023  甚六 SAKURAFES

　3月26日、JR塩山駅前南口広
場と塩山駅前観光案内所の完成
記念式典を開催しました。
　峡東地域の観光の拠点である
塩山駅。南口広場は平成30年
度から5カ年をかけて順次整備
を進め、晴れて完成を迎えまし
た。また、駅構内から南口へ移
設された観光案内所にはワイン
サーバーなどを設置。観光振興
の拠点として、地域の特色を生
かした「おもてなし」で訪れる方
をお迎えします。

塩山駅前南口広場・観光案内所
完成記念式典を開催

植
野
興
業
株
式
会
社
様
よ
り
、
塩
山
駅
南
口
広
場
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
時
計
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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温かな善意
ありがとうございます。

教育関係事業へ
故 古屋 正吾さま（上井尻）

甲州市社会福祉協議会へ
昭和26年度

大藤中学校卒業生一同

新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

お
知
ら
せ

令
和
５
年
度

所
得
証
明
書
等
の
発
行
を

６
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す

● 

発
行
開
始
日
　
６
月
１
日（
木
）

● 

発
行
を
開
始
す
る
証
明
書

 

令
和
５
年
度（
令
和
４
年
分
）所
得
証
明

書

 

令
和
５
年
度
　
課
税
証
明
書

 

令
和
５
年
度
　
非
課
税
証
明
書

※ 

前
年
度
以
前
の
証
明
書
は
、６
月
１
日
以

前
で
も
発
行
可
能
で
す
。

● 

発
行
に
必
要
な
書
類
等

 

証
明
書
交
付
申
請
書

 

申
請
者（
窓
口
に
来
る
方
）の
写
真
付
き

身
分
証
明
書（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

等
）

 

手
数
料（
１
通
に
つ
き
３
０
０
円
）

 

委
任
状（
本
人
や
同
世
帯
の
家
族
が
申
請

す
る
場
合
は
不
要
）

※ 

証
明
書
交
付
申
請
書
と
委
任
状
は
、税
務

課
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※ 

郵
送
で
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書（
車
検
用
）

 

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書（
車
検
用
）の

令
和
４
年
度
分
の
有
効
期
限
は
、令
和
５

年
５
月
30
日（
火
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、令
和
５
年

度
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書（
車
検
用
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
方
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト・ス

マ
ホ
決
済
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
収
納

の
方
で
車
検
が
必
要
な
車
両
に
つ
き
ま

し
て
は
、６
月
中
旬
以
降
に
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）を
順
次
発
送
し
ま
す
。

発
送
前
に
納
税
証
明
書（
車
検
用
）が
必

要
な
方
の
中
で
口
座
振
替
の
方
は
、金
融

機
関
か
ら
口
座
振
替
結
果
が
届
く
ま
で

の
５
月
31
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で
の
間
、

軽
自
動
車
税
の
引
き
落
と
し
額
が
記
帳

さ
れ
た
通
帳
を
ご
持
参
い
た
だ
い
て
か

ら
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

発
行
に
は
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

車
検
は
、車
検
有
効
期
限
の
１
カ
月
前
か

ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、日
程

調
整
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

税
務
課
　
収
納
担
当

☎
32
‐
５
０
７
４

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎ 

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

 

４
月
３
日
か
ら
、令
和
５
年
度
固
定
資
産

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

縦
覧
制
度
と
は

自
己
の
固
定
資
産
の
評
価
額
が
適
正
で

あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、ほ

必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
１
４
１
１
～
１
４
１
３
）

小
型
特
殊
自
動
車
の

ナ
ン
バ
ー
登
録
に
つ
い
て

 

ト
ラ
ク
タ
ー・
農
耕
用
薬
剤
散
布
車（
Ｓ

Ｓ
）な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
は
、公
道

走
行
の
有
無
や
使
用
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
た

め
、所
有
し
て
い
れ
ば
ナ
ン
バ
ー
登
録
と

納
税
の
義
務
が
発
生
し
ま
す
。
現
在
、車

両
を
所
有
し
て
い
て
ナ
ン
バ
ー
登
録
し

て
い
な
い
方
や
、新
た
に
小
型
特
殊
自
動

車
を
取
得
し
た
方
は
、税
務
課
に
て
ナ
ン

バ
ー
登
録
の
申
告
を
行
っ
た
上
で
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ナ
ン
バ
ー
登

録
に
つ
い
て
の
必
要
書
類
は
次
の
と
お

り
で
す
。

● 

車
両
を
所
有
し
て
い
て
ナ
ン
バ
ー
登
録

し
て
い
な
い
方

必
要
書
類

 

販
売
証
明
書
　

※ 

販
売
証
明
書
が
無
い
場
合
は
車
台
番
号

の
写
真
、石
刷
り
等
の
車
台
番
号
の
確
認

が
で
き
る
も
の
。

 

委
任
状（
届
出
者
が
別
世
帯
の
場
合
）

 

届
出
者
の
身
分
証
明
書

● 

新
た
に
小
型
特
殊
自
動
車
を
取
得
し
た

方
必
要
書
類

 

販
売
証
明
書

 

委
任
状（
届
出
者
が
別
世
帯
の
場
合
）

 

届
出
者
の
身
分
証
明
書

か
の
類
似
の
固
定
資
産
の
評
価
額
と
比

較
が
で
き
る
制
度
で
す
。

● 

縦
覧
で
き
る
方

甲
州
市
内
に
所
在
す
る
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者（
相
続
人
を
含
む
）と
そ
の

同
居
家
族
お
よ
び
納
税
管
理
人
な
ら
び

に
委
任
状
の
あ
る
代
理
人
の
方

● 

縦
覧
の
際
に
必
要
な
も
の

本
人
確
認
書
類（
納
税
通
知
書
、
運
転
免

許
証
な
ど
）、印
鑑

※ 

相
続
人
の
方
は
相
続
権
が
確
認
で
き
る

書
類（
戸
籍
謄
本
等
）、代
理
人
の
方
は
委

任
状

● 

縦
覧
帳
簿
記
載
内
容

土
地
の
地
番・地
積・価
格
等
、家
屋
の
所

在・家
屋
番
号・床
面
積・価
格
等

● 

縦
覧
期
間

４
月
３
日（
月
）～
５
月
31
日（
水
）

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※ 

土・日・祝
日
を
除
く
。

● 

縦
覧
場
所

市
役
所
本
庁
舎
　
税
務
課

勝
沼
支
所
、大
和
支
所

 

税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
患
者
本
人

や
家
族
、高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

が
悩
み
や
不
安
を
話
せ
る
場
で
す
。
ま

た
、地
域
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、認
知
症
や
介
護
に
つ
い
て
広

く
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
に
関
す
る
専

門
職
も
い
る
た
め
、介
護
や
認
知
症
に
つ

い
て
の
個
別
相
談
も
で
き
ま
す
。
参
加

 

税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
１
４
１
１
～
１
４
１
３
）

身
体
障
害
者
等
の

軽
自
動
車
税
減
免
申
請

● 

減
免
区
分

① 

本
人
運
転

障
害
者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
を

本
人
自
ら
運
転
す
る
場
合
。

② 

家
族
運
転

障
害
者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
を

も
っ
ぱ
ら
本
人
の
通
勤
、通
学
、通
院
等

の
た
め
に
、本
人
と
住
居
お
よ
び
生
計
を

一
に
す
る
方
が
運
転
す
る
場
合
。

③ 

常
時
介
護
者
運
転

障
害
者
の
み
の
世
帯
で
構
成
さ
れ
、障
害

者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
を
常
時

介
護
す
る
方
が
障
害
者
の
通
勤
、
通
学
、

通
院
等
の
た
め
に
運
転
す
る
場
合
。

※ 

②
③
は
福
祉
事
務
所（
子
育
て・
福
祉
推

進
課
）で
証
明
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

● 

申
請
期
限

５
月
23
日（
火
）ま
で

※ 

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 
申
請
に
必
要
な
も
の

 
手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
等
）

 
車
検
証（
車
検
証
が
な
い
場
合
は
標
識
交

付
証
明
書
）

 

運
転
免
許
証（
②
家
族
運
転
、
③
常
時
介

護
者
運
転
の
場
合
は
運
転
者
の
免
許
証
）

 

印
鑑

 

自
動
車
税
等
に
係
る
減
免
資
格
証
明
書

（
②
家
族
運
転
、
③
常
時
介
護
者
運
転
の

の
際
に
は
、お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

換
気
な
ど
感
染
症
予
防
対
策
を
し
な
が

ら
開
催
し
ま
す
。

 

５
月
11
日（
木
）（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

 

午
前
10
時
～
正
午

 

市
民
文
化
会
館
　
２
階
　
第
３
会
議
室

 

１
０
０
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
）

● 

定
員
　
10
名

 

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
支
援
課
内
）

☎
32
‐
５
６
０
０

 

社
会
福
祉
法
人
光
風
会
　
光
風
園

☎
33
‐
７
５
１
１

５
月
12
日
は

民
生
委
員・児
童
委
員
の
日

　
５
月
12
日
は
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
が
定
め
る「
民
生
委
員・
児
童
委
員
の

日
」で
す
。

　
民
生
委
員・
児
童
委
員（
主
任
児
童
委
員
）

は
各
市
町
村
に
置
か
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、生
活
や
子
育
て
、介
護
等
の
悩
み
な
ど
の

相
談
に
の
り
、地
域
の
困
っ
て
い
る
人
と
行

政
等
関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
な
ど
、問
題
の

解
決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
、地

域
住
民
の
み
な
さ
ん
が
安
全・
安
心
に
生
活

を
し
て
い
く
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
１
１
１
人
の
民
生
委
員
と
16
人

の
主
任
児
童
委
員
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
の
民
生
委
員
を
知
り
た
い
方
は
福
祉

総
合
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

福
祉
総
合
支
援
課
　
地
域
支
援
担
当

☎
32
‐
５
０
２
７

場
合
の
み
）

※ 

証
明
書
に
つ
い
て
は
、子
育
て・福
祉
推

進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
等

● 

減
免
の
継
続

前
年
度
に
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

た
方
で
、車
両
の
変
更
や
免
許
証
の
更
新

な
ど
申
請
内
容
に
変
更
が
な
い
方
は
、申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

注
意
点

減
免
と
な
る
車
両
は
障
害
者
１
人
に
つ

き
１
台
で
す
。
普
通
自
動
車
で
減
免
を

受
け
る
場
合
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
タ
ク

シ
ー
券
交
付
と
の
併
用
も
で
き
ま
せ
ん
。

 

税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
１
４
１
１
～
１
４
１
３
）

第
17
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会 

結
果

 

優
勝
　
　
髙
野 
浩
一（
千
野
）

 

準
優
勝
　
日
原 
由
結（
塩
山
高
校
）

 

３
位
　
　
田
中 
美
奈（
上
井
尻
）

 

３
位
　
　
村
田 

梨
空
斗（
下
於
曽
）

● 

主
催
　
甲
州
市
、甲
州
市
教
育
委
員
会

● 

主
管
　
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部

甲
州
市
卓
球
協
会

 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部（
高
野
）

☎
０
９
０
‐
５
５
０
０
‐
１
９
５
９

5月31日（水）が納期限です。
お忘れにならないようご注意ください。

●口座振替の方は、5月31日（水）に振り替えますので、前日までに残
高をご確認ください。

●納税相談を税務課収納担当窓口で随時行っています。
●市税納付書はゆうちょ銀行および郵便局の払込機能付

きATMからは納付できません。

 税務課　収納担当　☎32-5074

固定資産税第1期および軽自動車税（種別割）

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

17 16令和 5 年 5 月広報こうしゅう



新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

 

４
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
よ
り
、土
屋

幸
三
さ
ん（
塩
山
）、
川
崎
　
敏
朗
さ
ん

（
勝
沼
）が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱

 

４
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
よ
り
、雨
宮

修
さ
ん（
塩
山
）、
深
澤
告
さ
ん（
勝
沼
）、

木
下
强
さ
ん（
大
和
）が
、甲
州
市
担
当
の

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、毎
月
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

み
ん
な
知
っ
て
る
？

電
波
の
不
正
利
用
は
犯
罪
な
ん
だ
よ
！

 

６
月
１
日
～
10
日
は「
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」で
す
。
電
波
の

ル
ー
ル
は
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局

● 

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信・妨
害

☎
03
‐
６
２
３
８
‐
１
９
３
９

● 

テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
03
‐
６
２
３
８
‐
１
９
４
５

要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

随
時

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他

保
健
師
、社
会
福
祉
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、必
要
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
精
神
科
医
師
の

対
応
も
可
能
で
す
。

※ 

精
神
科
等
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
目
的

と
し
た
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

福
祉
総
合
支
援
課
　
相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
20
‐
６
１
６
７

要
予
約

無
料
法
律
相
談

 

５
月
15
日（
月
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー
２
階
　
会
議
室
Ａ

 

甲
州
市
民

● 

定
員
　
６
名

（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※ 

５
月
８
日（
月
）午
前
８
時
30
分
～
５
月

12
日（
金
）ま
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

相

　談

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

特
設
人
権
相
談
所
開
設

 

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
、児
童
虐
待
、ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
人
権
に
関
わ
る
相
談
等

※ 

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

※ 

指
定
の
日
時
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

に
は
市
民
課・市
民
協
働
推
進
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
相
談
日
程

を
個
別
に
調
整
し
ま
す
。

 

６
月
１
日（
木
）

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

無 

料

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

無
料

 

福
祉
総
合
支
援
課
　
相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
20
‐
６
１
６
７

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

要
予
約

休
日
無
料
法
律
相
談

 

平
日
は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と

い
う
方
に
、休
日
無
料
法
律
相
談
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

 

５
月
27
日（
土
）

 

午
前
９
時
～
12
時
20
分

 

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

市
内
在
住
者

● 

定
員
　
５
名（
１
名
40
分
以
内
）

 

５
月
８
日（
月
）午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談
事
務
局

☎
34
‐
８
１
９
５

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談

 

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

５
月
19
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

 

大
和
ふ
る
さ
と
会
館
２
階
　
研
修
室
３

 

甲
州
市
民

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

要
予
約

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

 

療
育
手
帳
の
判
定
、各
種
制
度
に
つ
い
て

の
相
談
な
ど
、知
的
障
害
者
に
対
す
る
更

生・援
護
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

※ 

相
談
は
完
全
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

５
月
12
日（
金
）

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

 

甲
州
市
民
文
化
会
館
　

２
階
　
第
１
会
議
室・第
３
会
議
室

３
階
　
第
２
研
修
室

 

山
梨
県
障
害
者
相
談
所

知
的
障
害
者
相
談
ス
タ
ッ
フ

☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
７
４

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

５
月
19
日（
金
）

 
午
後
１
時
30
分
～

 
市
役
所
本
庁
舎
　
１
階
　

市
民
会
議
室
Ｂ

 

５
月
16
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

 

介
護
支
援
課
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

 

５
月
11
日（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
振
り
込
め
詐
欺
や
架
空
請

求・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
民
、山
梨
市
民

◎ 

甲
州
市
会
場

 

５
月
10
日（
水
）／
17
日（
水
）／

　 

24
日（
水
）／
31
日（
水
）

 

市
役
所
本
庁
舎
　
１
階
　

相
談
室（
市
民
課
内
）

◎ 

山
梨
市
会
場

 

５
月
９
日（
火
）／
16
日（
火
）／

　 

23
日（
火
）／
30
日（
火
）

 

山
梨
市
役
所

 

甲
州
市
　
市
民
課
　
市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

 

山
梨
市
　
商
工
労
政
課
　
商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
１
１
１
１

無 

料

生
活
困
窮
者
相
談
窓
口
出
張
相
談

 

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
、日
常
生
活

に
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
方
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 

毎
週
水
曜
日
に
福
祉
総
合
支
援
課
窓
口

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

市
内
在
住
の
方

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※ 

法
律
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぶ
り
っ
じ

☎
34
‐
８
５
６
１

℻
34
‐
９
２
７
０

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど

 

５
月
26
日（
金
）

 

午
前
の
部
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時

 

市
役
所
本
庁
舎
　
１
階

　 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※ 

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の（
年

金
手
帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確

認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の
方
が
お

越
し
の
場
合
は
、委
任
状
と
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

要
予
約

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

 

相
続
や
会
社
関
係
の
登
記
、土
地・建
物

の
名
義
変
更
、遺
言
、成
年
後
見
等
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

 

５
月
19
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

 

街
の
駅
や
ま
な
し

※ 

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※ 

書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
行
い
ま
せ

ん
。

※ 

初
め
て
の
ご
相
談
に
限
り
ま
す
。

 

山
梨
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

相

　談

相

　談

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

19 18令 和 5 年 5 月広報こうしゅう



お申し込みはこちら

お申し込みはこちら

新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症拡大状況により、イベントや相談会等が中止・延期となる場合があります。
なお、参加にあたっては、事前検温やマスク着用等、感染症対策へのご協力をお願いします。

要
予
約
・
無 

料

労
働
相
談
会

 

労
働
委
員
会
委
員
が
、解
雇・賃
金
未
払

い・退
職
金・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト・雇
い
止
め

な
ど
、労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

 

６
月
13
日（
火
）

 

午
前
10
時
～
午
後
１
時

 

山
梨
県
庁
　
北
別
館
３
階
　

労
働
委
員
会
委
員
室・東
側
予
備
室
。

 

６
月
６
日（
火
）午
後
5
時
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
８
２
７

要
予
約

成
年
後
見
制
度・相
続・遺
言
の
相
談

 

司
法
書
士
が
次
の
よ
う
な
相
談
に
応
じ

ま
す
。

 

将
来
に
備
え
て
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
知
り
た
い

 

相
続
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

 

遺
言
書
を
作
成
し
た
い
　
な
ど

 

５
月
24
日（
水
）　
　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２
階

視
聴
覚
教
材
室

 

市
内
在
住
者

● 

定
員
　
４
名（
１
名
に
つ
き
40
分
以
内
）

 

５
月
１
日（
月
）午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
34
‐
８
１
９
５

講
座
・
教
室

ヴ
ェ
ス
タ
甲
州
事
業

稲
作
体
験

 

田
植
え
か
ら
米
作
り
を
体
験
し
て
、食
の

大
切
さ
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

● 

日
程
　
全
３
回
で
第
２
回
以
降
は
、稲
の

生
育
状
況
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

 

塩
山
玉
宮
地
内
の
田
ん
ぼ

※ 

会
場
ま
で
は
、甲
州
市
民
文
化
会
館
か
ら

バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

 

第
１
回

 

田
植
え
体
験
　

 

５
月
27
日（
土
）

 

午
前
10
時
～
正
午（
集
合
9
時
30
分
）

※ 

雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

 

第
２
回

 

稲
刈
り
　

 

10
月
中
の
土・日

 

第
３
回

 

試
食
会
　

 

11
月
中
の
土・日

 

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
小
学
校
３
年

生
～
６
年
生
　

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

５
月
８
日（
月
）午
前
９
時
～
５
月
21
日

（
日
）の
間
に
Ｌ
o
Ｇ
o

フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い（
24
時
間
受
付
）。

市
H
P
か
ら
も
L
o
G
o

フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
い

た
だ
け
ま
す
。

※ 

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

 

汚
れ
て
も
よ
い
服
装・
タ
オ
ル（
足
な
ど

を
拭
き
ま
す
）・着
替
え・帽
子・水
筒・泥

の
中
に
入
っ
て
も
良
い
運
動
靴
ま
た
は

ハ
イ
ソ
ッ
ク
ス（
3
枚
程
度
）

イ
ベ
ン
ト

要
申
込
・
無 

料

ふ
れ
あ
い
の
森
か
ら

松
尾
神
社
を
巡
る
フ
ッ
ト
パ
ス

 

ふ
れ
あ
い
の
森
か
ら
松
尾
神
社
、龍
光
院

な
ど
の
神
社
仏
閣
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん

か
？

 

５
月
14
日（
日
）

 

午
前
９
時
～
正
午

（
受
付
　
午
前
８
時
30
分
～
９
時
）

 
塩
山
ふ
れ
あ
い
の
森
総
合
公
園
駐
車
場

（
Ｐ
‐
２
）

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

電
話
で
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

（
藤
田
）

☎
０
８
０
‐
５
３
８
９
‐
１
５
０
３

要
申
込

ぶ
ど
う
の
丘
周
辺
の

50
万
年
史
を
歩
く

 

山
梨
県
立
大
学
特
任
教
授
で
あ
り
、地
質

学
が
専
門
の
輿
水
達
司
先
生
と
、
ぶ
ど

う
の
丘
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。
甲
府
盆

地
の
台
地
形
成
史
な
ど
、ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
視
点
の
中
で
、
勝
沼
地
域
の
地
形・

地
質
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
お
話
し
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
見
慣
れ
た
風
景

も
、地
質
学
の
面
か
ら
見
る
と
ま
っ
た
く

● 

注
意
事
項

 

体
験
教
室
は
全
３
回
で
す
。

 

田
植
え
体
験
で
は
、田
ん
ぼ
の
泥
の
中
に

入
り
ま
す
。

 

稲
刈
り
で
は
、刃
物
を
使
用
し
ま
す
。

 

試
食
会
で
は
、収
穫
し
た
米
を
試
食
し
ま
す
。

● 

主
催
　
甲
州
市
教
育
委
員
会

 

生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
５
０
９
７

℻
32
‐
３
３
９
１

「
ト
ピ
ア
リ
ー
づ
く
り
体
験
」講
座

 

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
用
し
、

可
愛
ら
し
い
模
様
を
表
現
す
る
ト
ピ
ア

リ
ー
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

 

６
月
３
日（
土
）

 

市
内
在
住
者
又
は
在
勤
者（
小
学
３
年
生
以

下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。）

 

午
後
２
時
～
４
時

 

甲
州
市
中
央
公
民
館
　

2
階

　 

第
3
会
議
室

● 

定
員
　
20
名

● 

講
師
　
雨
宮 

美
香
氏

（
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

 

は
さ
み
、ニ
ッ
パ
ー
な
ど
ワ
イ
ヤ
ー
が
切

れ
る
物

 

１
，０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

 

５
月
14
日（
日
）ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話・窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
月
曜・休
館
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）。

※ 

抽
選
結
果
は
５
月
17
日（
水
）に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
ま
す
。（
希
望
者

に
は
連
絡
し
ま
す
。）

 

生
涯
学
習
課
　
公
民
館
担
当
　

☎
32
‐
１
４
１
１

違
っ
た
一
面
が
発
見
で
き
る
か
も
!?

 

５
月
20
日（
土
）

 

８
時
30
分
～
正
午
頃

 

ぶ
ど
う
の
丘
駐
車
場（
集
合
）

● 

募
集
人
数
　
30
名（
先
着
順
）

 

１
０
０
円（
保
険
料
）

 

５
月
18
日（
木
）ま
で
に
電
話
で
、
氏
名・

住
所・電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課
　
文
化
財
担
当
　

☎
32
‐
５
０
７
６

第
18
回
甲
州
市
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

（
第
76
回
山
梨
県
体
育
祭
り
ゴ
ル
フ

競
技
代
表
選
考
会
）

 

５
月
30
日（
火
）

 

境
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

 

市
内
在
住
者

● 

競
技
方
法
　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

● 

プ
レ
ー
費
　
１
万
３
０
０
円

（
セ
ル
フ
プ
レ
ー・食
事
付
）

● 

参
加
費
　
２
，０
０
０
円

 

５
月
16
日（
火
）ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

担
当
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■ 

申
込
み・問
い
合
わ
せ
先

 

生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
32
‐
５
０
９
８
　
　

℻
32
‐
２
８
３
７

第
9
回 
大
菩
薩
の
風

　ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

～
美
と
音
を
風
に
乗
せ
て
～

 

緑
豊
か
な
大
久
保
平
を
ま
る
ご
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
。
ア
ー
ト
を
中
心
に

甲
州
市「
宇
宙
の
学
校
」

参
加
者
募
集

◎ 

甲
州
市「
宇
宙
の
学
校
」と
は
？

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

と
子
ど
も・宇
宙・未
来
の
会（
Ｋ
Ｕ
‐
Ｍ

Ａ
）や
甲
州
市「
宇
宙
の
学
校
」指
導
者
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
身
近
な
教
材
を

使
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
日
常
や
身
の
回

り
で
起
こ
る
こ
と
、不
思
議
に
思
う
現
象

の
仕
組
み
な
ど
を
親
子
で
協
力
し
な
が

ら
学
ぶ
体
験
教
室
で
す
。

 

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
小
学
校
１
年

生
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

● 

定
員
　
親
子
20
組

● 

日
程（
予
定
）

 

第
１
回
　

 

６
月
３
日（
土
）

 

開
校
式・宇
宙
の
話・熱
気
球
を
飛
ば
そ
う

 

第
２
回
　

 

７
月
８
日（
土
）

 

風
車
と
紋
切
り
遊
び

 

第
３
回
　

 

９
月
２
日（
土
）

 

天
体
望
遠
鏡
を
作
ろ
う

 

第
４
回
　

 

12
月
２
日（
土
）

 

ペ
ー
パ
ー
ス
チ
ロ
ー
ル
凧
を
作
ろ
う・レ

ポ
ー
ト
発
表
会・閉
校
式

※ 

全
４
回
で
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
正
午

● 

会
場

 

第
１
回
　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

 

第
２
回
～
第
４
回

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
２
階
　
大
会
議
室

 

１
組
１
，５
０
０
円（
全
４
回
分
の
参
加

料
。
初
回
に
徴
収
）

 

Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ォ
ー
ム

（
24
時
間
受
付
）

５
月
８
日（
月
）午
前
９
時

～
５
月
14
日（
日
）

 

Ｆ
Ａ
Ｘ・郵
送・窓
口

発
表
す
る
展
覧
会
で
す
。
大
菩
薩
の
美

と
音
を
自
然
の
中
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

 

５
月
25
日（
木
）～
31
日（
水
）

 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

 

塩
山
上
萩
原
大
久
保
平

 

大
菩
薩
の
風・実
行
委
員
会
事
務
局

（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
カ
フ
ェ
）

☎
34
‐
８
３
３
４

５
月
15
日（
月
）～
19
日（
金
）

（
土・日・祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

※ 

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

※ 

Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ォ
ー
ム
の
受
付
で
定
員
に

達
し
た
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ・郵
送・窓
口
で

の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

● 

主
催
　
甲
州
市
教
育
委
員
会

● 

共
催
　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も・
宇
宙・
未
来

の
会（
Ｋ
Ｕ
‐
Ｍ
Ａ
）

 

生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
５
０
９
７

℻
32
‐
３
３
９
１

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

● 

６
月
開
催
予
定
講
座

 

会
計
実
務
の
基
礎

 

Ⅰ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
　
内
部
監

査
員
養
成
コ
ー
ス

 

社
会
保
険
実
務

 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技

能
検
定
３
級
試
験
対
策
講
座

● 

７
月
開
催
予
定
講
座

 

商
業
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座（
前
編
）

 

は
じ
め
て
の
中
国
語

※ 

講
座
内
容
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
32
‐
５
２
０
２

 市民課　市民協働推進担当　☎３２‐５０６８

を重点目標に、春の全国交通安全運動が実施されます。
ルールとマナーを守り、交通事故防止に努めましょう。

「こどもを始めとする
　　　歩行者の安全の確保」

春の全国交通安全運動
５月11日（木）～５月20日（土）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

相

　談

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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図書館ＨＰ https://www.lib-koshu.jp/

としょかん
つうしんか

き
す

け

☎２２‐０１１０日下部警察署 INFORMATION

Y A M A N A S H I  P O L I C E

塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
大和図書館	 ☎４８‐２９２１
甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

お問い合わせ先

入館に際して（開館時間や休館日は別紙情報カレンダーやホームページをご確認ください）

●閲覧室の席は指定させていただきます。
●本を入れるマイバッグをお持ちください。
●今後の感染状況により開館時間、休館日が予告なしに変更されることがあります。
　各館へお問い合わせください。

マスク着用は任意となります。利用者の皆さまには引き続き手指の消毒等の感染対策に
ご協力をお願いします。

勝沼図書館
ブックリサイクル

日　時	 5月3日（水・祝）〜5日（金・祝）
	 各日午前10時〜午後4時30分
会　場　勝沼図書館前テント
《お願い》不要になった本（週刊誌・雑誌・マンガ雑誌
は除く）がありましたら、事前に勝沼図書館までご連
絡ください。

塩山図書館ペーパークラフト教室
『ランプシェード』

日　時	 5月20日（土）午後2時〜
要申込　4月30日（日）〜　塩山図書館まで
会　場　甲州市中央公民館	3階研修室
風船にちぎった障子紙を糊で貼り乾かしてできあが
りです。

甘草屋敷子ども図書館のイベントご案内
パークライブラリー（雨天延期5/21（日））

※子ども図書館のお庭で絵本を楽しんでください

日　時	 5月14日（日）午前10時30分〜午後3時30分
会　場　甘草屋敷子ども図書館
●午前の部　10時〜

「パークライブラリーお話会」
本の読み手はお父さん！お庭で楽しいおはなし会を
おこないます。
●午後の部　午後1時30分〜
ワークショップ「お庭で簡単工作！紙コップロケットをつくろう！」
子ども図書館のお庭で工作しましょう！
要申込　4月15日（土）〜　塩山図書館まで

勝沼図書館
Library 和×WINE time

日　時	 5月28日（日）午後2時〜　　定　員　30名
会　場　勝沼図書館　テント下
要申込　5月2日（火）午前10時〜
気軽に楽しめるワインと和菓子のマリアージュと図
書館で！和菓子の話、ワインの話、午後の素敵な時間
を過ごしましょう。

塩山図書館
知的書評合戦ビブリオバトルIN塩山

日　時	 6月4日（日）午後5時15分〜
会　場　塩山図書館	閲覧席
紹介本のテーマ　『〇〇の時によむ本』
◯本の紹介をしてくれる方を募集しています。
ほっとしたいとき？元気になりたい時？スリリング
な気分に浸りたい時？どんな時にピッタリの本か紹
介してください。
◯観覧の申込みは必要ありません。当日時間までに
お集まりください。

大和図書館
武田勝頼公図書展

テーマ　「家康が追い続けた武田の背中」
大河ドラマで話題の徳川家康と武田家の関係に注
目しました。武田家の滅亡にも大きく関わった徳
川家との関係とは？6月末まで大和図書館にて開催
中。ふるさと会館ロビーにて過去の展示も公開して
います。

勝沼図書館
蔵書点検のお知らせ

下記の期間、蔵書点検作業及び屋根工事のため休館
させていただきます。
期　間　6月1日（木）〜6月9日（金）
塩山、大和、甘草屋敷子ども図書館は開館していま
す。皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協
力をお願いします。
※5月31日（水）は月末休館日のためお休みとなります。

まーの・あ・まーの　手話のおはなし会

日　時	 5月20日（土）午前10時30分〜
会　場　勝沼図書館	児童コーナー
　手話によるおはなし会。『パッポー』（北村人／作	
ポプラ社）他を手話で読んで楽しい工作と
アニマシオン（遊び）をします。
問合せ　勝沼図書館※申し込みはこちらから⇒

秋季試験（第2回目）
警察官A（令和6年4月採用）
採用予定人員　男性6名程度／女性2名程度／情報技術3名程度
警察官B（令和6年4月採用）
採用予定人員　男性14名程度／女性6名程度
受付期間　7月24日（月）〜8月18日（金） ※電子申請のみ
第1次試験日　9月17日（日）
試験に関する問い合わせ・試験案内請求先
日下部警察署　警務課　採用試験担当　☎22-0110㈹／採用専用フリーダイヤル　☎0120-314-874

ゴールデンウィークにおける山岳遭難の防止
ゴールデンウィーク期間中、昨年は5件の遭難が発生し、3名が負傷しています。安
全で楽しい登山となるように、次のことに注意してください。
○登山計画書の提出もしくは「コンパス」に登録してください。
○スマートフォンで自分の位置情報（緯度経度）の確認方法を調べておきましょう。
○地図、食料、水、防寒着、ヘッドライト、携帯電話の予備バッテリー、熊よけの鈴等準備を万

全にしましょう。
○山菜採り等で入山する際も、単独入山せず、必ず家族等に行き先を伝えましょう。
○体調が悪い日の入山は控えるとともに、靴は「登山靴」もしくは「トレッキングシューズ」

等を着用しましょう。 登録はこちら！

骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

骨
髄
移
植
は
白
血
病
な
ど
の
血
液
の
病
気
の
有
効
な
治
療
法
で
す
。

通
院
等
に
伴
う
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
よ
り
、

ド
ナ
ー
登
録
及
び
骨
髄
等
の
提
供
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め

令
和
5
年
度
か
ら
助
成
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

助
成
金
額
の
内
容
は
、

骨
髄
等
の
提
供
に
係
る
通
院
も
し
く
は

入
院
等
に
要
し
た
日
数
に
2
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
、

1
回
の
骨
髄
提
供
に
つ
き
14
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

交
付
対
象
や
助
成
内
容
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 健康増進課　健康企画・地域医療担当　☎３２‐５０１４
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人口  29,775人（-56）　男  14,415人（-11）　女  15,360人（-45）　 世帯数  13,102世帯（+23）2023.4.1現在 （　）内は前月比
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マ
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や
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森
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紙
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県

有
林

か
ら

の
木

材
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使
用

さ
れ
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い

ま
す

。

人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業 97年 昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
告

消防団は、消防・防災のリーダーとして、地域に密着し、
住民の安全と安心を守る重要な役割を担っています。

あなたのチカラが消防団には必要です。
●応募資格	 市内在住または在勤の18歳以

上の方（男女は問いません）
●待　　遇	 年報酬・手当支給、公務災害補

償、退職報償金（勤続５年以上）

 総務課　行政・危機管理担当　☎３２‐５０４１

自分たちの街だから、自分たちの手で守りたい。

甲州市消防団員募集

入団申込みはこちら

子どもから大人まで
どなたでもOK! 

記念に素敵なスマイルを
掲載してみませんか？

甲州市にあふれる
笑
スマイル

顔大募集！

みんなの

スマイル
s m i l e *

 政策秘書課　秘書・広聴広報担当　 ☎３２-５０６３

力
強
く
産
声
を
あ
げ
た
ひ
ろ
く
ん
♥

こ
れ

か
ら
家
族
で
い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
、
い
っ
ぱ

い
色
々
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
楽
し
く
す
ご

そ
う
ね
！（
杉
田
宙
之
輔
く
ん
・
勝
沼
） いつも仲良し３兄妹♥（久保寺凰祐く

ん、祐愛ちゃん、飛祐くん・三日市場）

甲州市木造住宅耐震化事業
昭和56年5月以前に建築された木造住宅にお住まいの方を対象に、甲州市耐震改修促進計画
に基づき、耐震診断および耐震改修工事等を行う事業費の一部に対して補助金を交付してい
ます。

甲州市ブロック塀等安全確保対策支援事業
地震発生時におけるブロック塀等の倒壊等による災害を防止するため、避難路または通学路
に面した危険性の高いブロック塀等について、除却または耐震改修工事を行う方に対して補
助金を交付します。

木造住宅・ブロック塀	耐震改修等に補助金を交付します
補
助
金
の
交
付
に
は
、事
業
開

始
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法
、事
業
対
象
要
件
等

に
つ
い
て
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 建設課　住宅担当　☎３２‐２１１１（内線２２３１・２２３２）

　令和5年4月から新しい甲州市青少年育成カウンセラーが就任しました。
　学校生活、友人関係、非行、家庭や家族・親子の悩み、就職・進学・将来のことな
ど青少年の悩みや問題行動に関する相談を、電話または面談にて行っています。
育成会活動などの窓口にもなっています。どうぞ、お気軽にご相談ください。

〈 お問い合わせ先 〉
岡　正人　カウンセラー
生涯学習課 社会教育担当（甲州市民文化会館内）　☎32-5097　FAX32-3391
三森　公仁　カウンセラー
生涯学習課　勝沼中央公民館　☎44-2100　FAX44-0110 ▲左 三森カウンセラー／右 岡カウンセラー

こんにちは！青少年育成カウンセラーです。


